
2
0
1
2
年
1
0
月

号
外

日
本
共
産
党
港
地
区
委
員
会
は
東
日
本
大
震
災
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
呼
び
か

け
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

発
行

み
な
と
民

報
社

／
海

岸
2
-
4
-
1
2
／

責
任

者
／

栗
橋

伸
次

郎

み
な

と
民

報

港
地
区
委
員
会

℡
３

４
５

５
－

０
０

５
１

港
区
議
団

℡
３

５
７

８
－

２
９

４
５

F
A

X
３

４
５

５
－

０
０

５
４

メ
ー

ル
j
c

ｐ
_

m
i
n

a
t
o

@
y

b
b

.
n

e
.
j
p

F
A

X
３

５
７

８
－

２
９

４
７

メ
ー

ル
m

a
i
l
@

j
c

ｐ
-

m
i
n

a
t
o

k
u

g
i
d

a
n

.
g

r
.
j
p

救
援

募
金
３
９
１

万
円

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

今今今 今
回回回 回

おおお お
願願願 願

いいい い
ししし し

たたた た
いいい い

救救救 救
援援援 援

物物物 物
資資資 資

米
、

野
菜

、
タ

オ
ル

、
石

け
ん

、
洗

濯

石
け

ん
、

靴
下

、
下

着
、

ぬ
い

ぐ
る

み
、

オ
モ

チ
ャ

な
ど

で
す

。

衣
類

は
ご

遠
慮

し
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
救
援
募
金

の
お
願
い

米
、
野
菜

な
ど
支
援
物
資

も

1
1
月
２
２
日

（
木
）
夜

発

1
1
月
２
５
日

（
日
）
夜

着

日程

大
ま
か
な
活
動
計
画

２
３

日
は

、
岩

手
・

陸
前

高
田

な
ど

被
災

地
視

察

２
４

日
は

、
ト

ン
汁

の
炊

き
出

し
、

物
資

の
届

け
他

２
５

日
は

、
昼

ま
で

物
資

の
お

届
け

募金、物資提供など、ご連絡いただければ

お伺いします。
整理の都合上１１月１８日まで受け付けます 第次

ボラン

ティア

募集

第
１
１
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
た

東
松
島
市

宮
戸
島

１
２

第
１

1
次

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

会
計

報
告

（
単
位

円
）

ニ
ュ
ー
ス
印
刷
代

１
８
，
６
３
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入

１
，
４
０
０

米
、
野
菜
、
自
転
車
購
入
費

１
１
５
，
３
０
０

車
借
り
上
げ
、
高
速
・
燃
料
費

６
５
，
９
９
０

費
用
合
計
２
０
１
，
３
２
０

募
金

の
残
金

は
約
１
０
万

円
で
す
。
第

１
２
次

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

用
し
ま
す

購
入
し
た
物
資
概
略
：
米
１
０
０
キ
ロ
、
じ
ゃ
が
い
も
4
0
キ
ロ
、
人
参
3
0

キ
ロ
、
ピ
ー
マ
ン
2
7
キ
ロ
、
き
ゅ
う
り
2
0
0
本
。

物
資
提
供
：
米
８
０
キ
ロ
、
じ
ゃ
が
い
も
３
０
キ
ロ
、
自
転
車
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
、
石

鹸
、
タ
オ
ル
、
オ
ム
ツ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
等
々
、
す
べ
て
現
地
に
持
ち
込
み
ま
し
た

昨
年
３
月

か
ら
の
総
額

好
評
だ
っ
た
無
料
ミ
ニ
バ
ザ
ー

宮
戸
小
学
校

カツオ・イワシの水

揚げ。石巻漁港
↓↓↓↓

「避難を呼び続

けた」南三陸町

の防災庁舎

㊧㊤

←←←←
ぬいぐるみをゲットしてニッコリ



今回は、二日間とも東松島で活

動です。

二一日三時過ぎに石巻に到着。

仮眠、朝食の後、石巻市内の被災視

察をしました。相変わらず、空き地

が広がっています。

石巻漁港では、鰯や鰹の水揚げ

をしていて、前回七月よりも規模が

拡大しています。水産加工場も新築

されてきています。

八時に救援センターに到着し、東

松島市赤井小学校の仮設など三ヶ

所へ向かいます。

今回、港区の方々から米を八〇

キロ、石けんやタオル、おもちゃな

どをいただきました。

救援募金から、米、ジャガイモ、ピー

マン、キュウリなど大量に発送しま

した。

子ども用、大人用の自転車も一台

ずつ提供を受け、自転車購入募金

も七万円いただき新車三台を石巻

で購入しました。くじ引きです。

そのうちの二台を、

二一日の赤井地区の

仮設住宅でお渡ししま

した。写真のお母さん

は、双子のお子さんが

います。以前から自転

車が欲しかったと大喜びです。

東松島は、石巻市内と比べて訪問

回数が少ないので、仮設住宅の方々

が喜んでくれます。

仕事も家も無い状態ですから、貯

金を取り崩して生活しています。だ

から、救援物資が届くと、何日か取

り崩さずに暮らせるとホッとでき

るのです。

九月二二日は、東松島の宮戸島へ

行きました（一面の地図参照）。宮戸

小学校、月浜、室浜の仮設三ヵ所で

す。

野蒜（のびる）からさらに海の突

端に出た所。海苔、カキの漁が盛ん

な地域で、有名な海水浴場も民宿も

あります。

まず、物資を各家庭に届け、合わ

せて要望を聞き取る活動です。その

後、無料バザーですが、あっという

間に物資がなくなりました。

大人用、子ども用の自転車抽選

会をやりました。熱気ムンムンです。

大人用は、「欲し

い人あつまってー」

と呼びかけると、二

〇人以上手が上が

ります。さあー、く

じ引きです。

緊張の中にも笑

顔がはじけます。あ

たったのは、写真の

お父さんです。ニッ

コリ。

次に子ど

も用自転車

の抽選です。希望者は六人ほど、く

じ引きです。女の子が大当たり。

港区から持ちこんだぬいぐるみ

をお年寄り夫妻がニッコリと笑って

抱いています（一面写真）。

続けて月浜、室浜の仮設住宅と回

ります。民宿も数多くありましたが、

現在は数軒が再開しています。

要望聞き取りの中で、「海苔の漁

をしていた、あと少しで漁が再開で

きる目処が立ってきた」などの嬉し

い状況も聞けました。逆に、八〇歳

代のおばあちゃんからは、「主人と、

息子と、孫を津波で流されて亡くし

た」と、話している間に声がつまり

ます。聞いている私たちが、かける

言葉が見つかりません。「大変だっ

たね」としか言えませんでした。この

地区では、すぐ

上の小高い山に

高台移転するそう

です。しかし、山の木

を整地して、ライフ

ラインを整えて・・・

となると三年も五

年もかかると思わ

れます。まだ、山は

なにも手がつけられていません。

二三日は、南三陸、雄勝、女川と

被災地を視察。瓦礫はかなり片付い

てきました。南三陸の防災センター

に来るたびに、最後まで避難を呼び

かけた女性職員のことが胸を打ち

ます（一面写真参照）。

大川小学校では、供養塔（石塔）

が立っていました。「会」とは運動会

の看板でしょうか。

女川町立病院の上から撮影です。

横倒しのビルはそのままです。

全体として瓦礫は片付けられて

きましたが、復興住宅、高台移転は、

いつ実現できるのか、見通しは一切

立っていません。東北三県で復興住

宅は一戸も出来ていないのです。震

災からすでに一年七ヶ月がたちま

す。
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港地区委員会は、九月二〇日から二三日まで石巻市の「日本共

産党震災・救援センター」へ第十一次ボランティア五名を派

遣しました。
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